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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

ポプラの木
き

は、地中
ちちゅう

に大
おお

きな根
ね

を広
ひろ

げます。その根
ね

は、たとえ木
き

が枯
か

れても、地中
ちちゅう

で何千年
なんぜんねん

も生
い

き続
つづ

けるそう

です。私
わたし

たちをイエス様
さま

から引
ひ

き離
はな

すのは、私
わたし

たちの罪
つみ

ですが、それは木
き

の根
ね

のように表
おもて

にあらわれてくるも

のではありません。しかしそれは、私
わたし

たちが気
き

づかないうちに心
こころ

の中
なか

に根
ね

をはるだけではなく、周
まわ

りの人々
ひとびと

に

も悪
わる

い影響
えいきょう

をもたらすものとなります。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：イエスは分裂
ぶんれつ

をもたらす 

「平和
へいわ

の君
きみ

」（イザヤ９
きゅう

：５
ご

）であるイエス様
さま

は、マタイ１０
じゅう

：３ ４
さんじゅうよん

～ ３ ９
さんじゅうきゅう

で、「平和
へいわ

ではなく、剣
つるぎ

をもたらすために来
き

た」（聖書
せいしょ

協会
きょうかい

共同訳
きょうどうやく

）と、びっくりするようなことを言
い

われました。イエス様
さま

は、神
かみ

の

国
くに

に入
はい

るにふさわしい資質
ししつ

が何
なに

であるかを私
わたし

たちに教
おし

えてくださっているのです。つまり、イエス様
さま

をいつも

第一
だいいち

にすることの大切
たいせつ

さです。あなたは愛
あい

する親
おや

よりも、愛
あい

する家族
かぞく

よりも私
わたし

を愛
あい

しますか、という愛
あい

の招
まね

き

です。私
わたし

たちが、本当
ほんとう

に父
ちち

と母
はは

を愛
あい

し、隣人
りんじん

を愛
あい

するためには、私
わたし

たちがいつもイエス様
さま

を第一
だいいち

にする生
い

き

方
かた

が必要
ひつよう

です。イエス様
さま

を愛
あい

さない人
ひと

が、家族
かぞく

や隣人
りんじん

を愛
あい

することはできないからです。 

でも、私
わたし

たちが何
なに

よりもイエス様
さま

を第一
だいいち

にしようとする時
とき

、犠牲
ぎせい

にしなければならないものがでてきます。そ

れは、お金
かね

やモノや時間
じかん

であったり、あるいは自分自身
じぶんじしん

の欲望
よくぼう

であるかもしれません。でも、それでも「イエス様
さま

を愛
あい

します」と、イエス様
さま

に従
したが

おうとすることが「自分
じぶん

の十字架
じゅうじか

を担
にな

ってキリストに従
したが

う」ということなので

す。そしてその生
い

き方
かた

こそが、私
わたし

たちに本当
ほんとう

の安息
あんそく

をもたらす道
みち

なのです。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：利己心
りこしん

 

おそらく、私
わたし

たちからキリストにある平安
へいあん

を奪
うば

う最
もっと

もやっかいな罪
つみ

の一
ひと

つは、「利己心
りこしん

」です。ルカ１２
じゅうに

：

１６
じゅうろく

～２ １
にじゅういち

のたとえ話
ばなし

を読
よ

んでみましょう。この金持
かねも

ちの間違
まちが

いは何
なん

だったのでしょうか？ この箇所
かしょ

で

目立
め だ

つ言葉
ことば

があります。英語
えいご

の聖書
せいしょ

で読
よ

むとそれがよく分
わ

かるのですが、「ＭＹ
ま い

」（私
わたし

の）という単語
たんご

です。私
わたし

の

作物
さくもつ

、私
わたし

の倉
くら

、私
わたし

の穀物
こくもつ

、私
わたし

の食 糧
しょくりょう

、私
わたし

の 魂
たましい

と５
いつ

つも出
で

てきます。「私
わたし

」ばかりです。他
ほか

の人
ひと

のこ

とも神様
かみさま

のことも、この人
ひと

の心
こころ

の中
なか

からは消
き

えています。利己心
りこしん

にとらわれ、かんじんの天国
てんごく

に宝
たから

を積
つ

むこと



を忘
わす

れてしまっていたのです。 

フィリピ２
に

：５
ご

～８
はち

を読
よ

んでみましょう。ここには、徹底的
てっていてき

にへりくだり、人
ひと

に仕
つか

えられたイエス様
さま

の姿
すがた

が

描
えが

かれています。この金持
かねも

ちの生
い

き方
かた

とは正反対
せいはんたい

です。でも、神
かみ

によって高
たか

く上
あ

げられたのは、イエス様
さま

のほう

でした。ここに私
わたし

たちに対
たい

する警告
けいこく

があります。利己心
りこしん

は私
わたし

たちを滅
ほろ

ぼし、謙遜
けんそん

は私
わたし

たちを高
たか

く上
あ

げるので

す。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：野心
やしん

 

ルカ２２
にじゅうに

：１４
じゅうよん

～３０
さんじゅう

には最後
さいご

の晩餐
ばんさん

の場面
ばめん

があります。この直前
ちょくぜん

にイエス様
さま

が弟子
で し

たちの足
あし

を洗
あら

われ

た場面
ばめん

をヨハネが記録
きろく

しています。足
あし

を洗
あら

うのは奴隷
どれい

の仕事
しごと

でしたが、その場
ば

には十二
じゅうに

弟子
で し

とイエス様
さま

しかいませ

んでした。つまり、だれかがだれかの足
あし

を洗
あら

わなければなりませんでした。でもだれも奴隷
どれい

の役割
やくわり

を引
ひ

き受
う

けようと

しなかったのです。しかも、そしてそこで交
か

わされた会話
かいわ

は、自分
じぶん

たちのうちでだれが一番
いちばん

偉
えら

いかというものでした。

そんな時
とき

、イエス様
さま

が自
みずか

ら奴隷
どれい

と同
おな

じ格好
かっこう

をして、ペテロの足
あし

を洗
あら

い、仕
つか

える者
もの

としての模範
もはん

を示
しめ

されたのです。 

マタイ１８
じゅうはち

：３
さん

でイエス様
さま

は、「はっきり言
い

っておく。心
こころ

を入
い

れ替
か

えて子供
こども

のようにならなければ、決
けっ

して天
てん

の国
くに

に入
はい

ることはできない」と言
い

われました。人
ひと

と比較
ひかく

して、勝
か

ち続
つづ

けることによって自分自身
じぶんじしん

の存在価値
そんざいかち

を得
え

よう

とする生
い

き方
かた

に本当
ほんとう

の平安
へいあん

はありません。自分
じぶん

を高
たか

めようとする野心
やしん

は、私
わたし

たちの罪
つみ

の性質
せいしつ

から出
で

てきます。こ

の価値観
かちかん

から解放
かいほう

されるには、新
あたら

しくつくり変
か

えられる必要
ひつよう

があるのです。子供
こども

のように素直
すなお

な心
こころ

で主
しゅ

に信頼
しんらい

し、心
こころ

を主
しゅ

に明
あ

け渡
わた

しましょう。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：偽善
ぎぜん

 

 マタイ２ ３ 章
にじゅうさんしょう

には、当時
とうじ

の宗教指導者
しゅうきょうしどうしゃ

たちの偽善
ぎぜん

に対
たい

するイエス様
さま

のけん責
せき

の言葉
ことば

があります。彼
かれ

らの

問題
もんだい

は、「言
い

ったことを実行
じっこう

せず、他人
たにん

だけに厳
きび

しい宗教的基準
しゅうきょうてききじゅん

を要求
ようきゅう

して自分
じぶん

には適用
てきよう

せず、自分
じぶん

の

宗教的熱心
しゅうきょうてきねっしん

さを他人
たにん

が称賛
しょうさん

するように求
もと

め、天
てん

の父
ちち

なる神
かみ

にのみ属
ぞく

すべき誉
ほま

れと賛美
さんび

を自分
じぶん

たちに求
もと

める」

という点
てん

にありました。実
じつ

はこれらの偽善
ぎぜん

的な性質
せいしつ

は、彼
かれ

らだけの問題
もんだい

ではなく、私
わたし

たち自身
じしん

の中
なか

にもみられる

罪
つみ

の思
おも

いであることを謙遜
けんそん

に認
みと

める必要
ひつよう

があります。 

 しかし、そのような律法学者
りっぽうがくしゃ

やファリサイ派
は

の人々
ひとびと

に対
たい

しても、イエス様
さま

は憐
あわ

れみをもって接
せっ

し、執
と

り成
な

してお

られたということを心
こころ

に留
と

めたいと思
おも

います。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：不満
ふまん

を根絶
こんぜつ

する 

 私
わたし

たちの心
こころ

は、分裂
ぶんれつ

、利己心
りこしん

、野心
やしん

、偽善
ぎぜん

……そのような罪
つみ

によって乱
みだ

され、平安
へいあん

が奪
うば

われます。しかし、真
しん

の安息
あんそく

は、道
みち

であり真理
しんり

であり命
いのち

であるイエス様
さま

から始
はじ

まります。「心
こころ

を騒
さわ

がせるな」と言
い

われたイエス様
さま

は、

私
わたし

たちが真
しん

に憩
いこ

うことのできる場所
ばしょ

を用意
ようい

しておられます。それは、天
てん

の御国
みくに

ですが、もっと言
い

えばそれは、イエ

ス・キリストご自身
じしん

です。「背信
はいしん

の子
こ

らよ、立
た

ち帰
かえ

れ。わたしは背
そむ

いたお前
まえ

たちをいやす」と呼
よ

びかける主
しゅ

の愛
あい

に、

「我々
われわれ

はあなたのもとに参
まい

ります。あなたこそ我々
われわれ

の主
しゅ

なる神
かみ

です」（エレミヤ３
さん

：２２
にじゅうに

）と告白
こくはく

し、その招
まね

き



に応
こた

えたいと思
おも

います。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

教会員
きょうかいいん

の間
あいだ

に起
お

こる問題
もんだい

について、ホワイト夫人
ふじん

は「もし、誇
ほこ

りと利己心
りこしん

が取
と

り除
のぞ

かれれば、たいていの問題
もんだい

は、五分間
ごふんかん

で解決
かいけつ

する」（『初代文集
しょだいぶんしゅう

』 1 2 5
ひゃくにじゅうご

ページ）と書
か

いておられます。死
し

に至
いた

るまで従 順
じゅうじゅん

に歩
あゆ

まれた

主
しゅ

を見上
み あ

げつつ、主
しゅ

の御姿
みすがた

につくり変
か

えていただけるよう、日々
ひ び

、自分自身
じぶんじしん

を主
しゅ

に明
あ

け渡
わた

し、聖霊
せいれい

の臨在
りんざい

を祈
いの

り

ましょう。 

 

＜質問
しつもん

＞ 

私
わたし

たちの内
うち

に渦巻
うずま

く罪
つみ

の思
おも

いを聖霊
せいれい

によって示
しめ

される時
とき

、それを謙遜
けんそん

に受
う

け止
と

め、心
こころ

から悔
く

い改
あらた

めること

を主
しゅ

は求
もと

めておられます。あなたには、悔
く

い改
あらた

めを妨
さまた

げようとする思
おも

いはありませんか。もしそうであれば、ど

のように対処
たいしょ

したらいいのでしょうか。 

 


